中学校　技術・家庭科（家庭分野）学習指導案
阪南市立鳥取東中学校　　
指導者　家庭科担当教員・学校栄養職員
1. 日　時　　令和５年９月２６日（火）第３時限
2. 学　級　　第１学年２組
3. 場　所　　第１学年２組教室
4. 題材名　　「給食の献立をつくろう！」
5. 題材のねらい
小学校の家庭科で子どもたちになじみのある、赤、緑、黄に色分けした３つの食品群。この授業では、６つの食品群でさらに細かく分類し、どのような食品をどう組み合わせて食べたらよいか考え、栄養バランスが良い献立を作らせたい。
6. 単元の評価規準
	知識・技能
	思考・判断・表現

	６つの食品群が分かり、食品の栄養的な特質について理解している。
	中学生の1食分の献立について問題を見いだして課題を設定し、解決策を構想し、考察したことを論理的に表現するなどして課題を解決する力を身につけている。


7. 指導展開
· Ｔ１：家庭科担当教員　Ｔ２：学校栄養職員
	段階
	過
程
	担当
	学習活動
	指導上の留意点
	評価の視点
【評価方法】

	導入
15分
	課
題
づ
く
り
	Ｔ１
Ｔ１
Ｔ２
Ｔ２

	１、阪南市の特産物を発表する。
２、肉ばかり食べていると、どうしていけないのだろう？
３、６つの食品群を考える。
４、班になり考えを発表する。

	・発表された特産物の写真を黒板に掲示する。
・あまり時間を取り過ぎないようにする。
・パワーポイントを用いて提示する。
・班活動で既習事項を振り返り、プリント①に記入させ、回収する。
	・食材の食品群を理解している。【班での発表・プリント】


	展開25分
	課題追求

	Ｔ１
Ｔ１
Ｔ１

	めあての提示

５、班で給食に食べたい料理を話合い、個別にプリント②へ記入する。
６、早く記入できた人から食材を食品群に分けさせる。
７、互いに献立を見せ合い、発表する献立を班で決める。
	・嗜好，費用，季節などの点からも検討する必要があることを伝える。
・毎日いろいろな食品をとるために分かりやすく工夫された、栄養指導のための分け方であることを説明する。
・栄養バランスがよくおいしそうだと思うものを選ばせる。
	・諸条件を踏まえて、料理を考え、発表している。
（個人）【観察・プリント】
・６つの食品群に分けることができる。【プリント】
・諸条件を踏まえて、料理を考え、発表している。
（個人）【観察】


	終末
10分
	ま
と
め
	Ｔ１
Ｔ２

	８、班で決めた献立を全体に発表する。
９、プリント②を提出する。
	・いろいろな食品を組み合わせることの楽しさと、大切さに気づかせるよう言葉かけをする。
・キーワード「食事と健康」を再提示し、自分の生活を振り返らせ、食事の重要性を考えさせる。
	・班の意見を発表し、みんなの意見を聞くことができている。
【観察・発表】


給食の献立を考える
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